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松室重剛と学習院の図画教育
一
は
じ
め
に
　
松
室
重
剛
（
挿
図
1
）
は
、
明
治
二
二
年
か
ら
大
正
一
〇
年
に
か
け
て
三
三
年
間
に
わ
た
り
学
習
院
中
等
学
科
の
図
画
教
師
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。
学
習
院
大
学
史
料
館
は
、
平
成
一
二
年
よ
り
松
室
重
剛
の
遺
品
を
中
心
と
し
た
「
松
室
家
史
料
」
が
寄
託
さ
れ
、
そ
の
整
理
・
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
松
室
が
指
導
し
た
学
習
院
の
図
画
教
育
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
二
　
松
室
家
に
つ
い
て
　
松
室
家
は
、
本
姓
秦
、
京
都
に
あ
る
松
尾
社
に
縁
の
深
い
月
読
社
の
祠
官
譜
代
禰
宜
職
家
で
あ
る
。
同
家
は
十
七
の
分
家
が
あ
り
、
各
家
の
嫡
子
は
代
々
非
蔵
人
と
し
て
朝
廷
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
え
た
。
松
室
重
剛
の
出
自
は
挿図1　松室重剛写真
（学習院大学史料館蔵）
同
家
第
九
の
支
流
家
で
あ
る
。
　
松
室
家
の
人
物
と
し
て
名
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
本
家
　
　
　
　
ひ
ろ
こ
と
四
十
九
代
煕
載
（
松
峡
と
号
す
る
）
（
一
六
九
二
～
一
七
四
七
）
で
あ
ろ
う
。
松
峡
は
、
松
尾
社
の
祠
官
を
つ
と
め
る
傍
ら
、
伊
藤
東
涯
の
門
弟
と
し
て
儒
学
を
学
び
、
ま
た
池
大
雅
の
庇
護
者
で
も
あ
っ
た
。
「
池
大
雅
家
譜
」
に
よ
る
と
、
若
き
日
の
大
雅
が
扇
面
画
の
店
を
開
い
た
と
き
、
店
の
看
板
を
揮
毫
し
た
の
は
松
峡
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
『
煕
載
日
記
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
松
峡
は
延
享
二
年
、
二
二
歳
の
大
雅
に
「
松
尾
社
景
絵
図
」
「
松
尾
社
箱
絵
図
」
「
月
読
社
神
輿
図
」
な
ど
を
制
作
さ
せ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
　
朝
廷
の
非
蔵
人
と
し
て
の
務
め
に
つ
い
て
は
、
安
政
二
年
の
禁
裏
御
所
造
営
の
際
に
、
障
壁
画
制
作
を
行
う
絵
師
と
朝
廷
と
の
取
次
役
と
し
て
『
御
造
営
手
留
』
（
国
立
公
文
書
館
）
に
松
室
の
名
が
見
出
せ
る
。
　
松
室
重
剛
関
係
史
料
に
は
多
く
の
江
戸
時
代
絵
画
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
は
、
江
戸
期
の
松
室
家
に
絵
師
と
の
関
係
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
松
室
家
は
学
習
院
と
の
縁
も
深
く
、
弘
化
四
年
に
学
習
院
が
公
家
の
た
め
の
学
問
所
と
し
て
開
設
さ
れ
て
か
ら
は
御
用
掛
と
し
て
出
仕
、
修
学
も
許
可
さ
れ
て
い
だ
。
開
講
当
初
の
学
習
院
の
職
員
が
記
録
さ
れ
た
「
学
習
院
雑
掌
備
忘
」
の
「
御
用
掛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
非
蔵
人
」
の
項
目
に
は
「
松
室
筑
後
」
「
松
室
尾
張
」
の
名
前
が
み
え
る
。
　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
明
治
二
二
年
に
松
室
重
剛
が
学
習
院
の
図
画
教
師
と
し
て
起
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、
江
戸
期
以
来
の
同
家
と
朝
廷
、
な
ら
び
に
学
習
院
と
の
深
い
関
係
が
作
用
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
三
　
松
室
重
剛
に
つ
い
て
松
室
重
剛
（
一
八
五
六
～
一
九
二
九
）
の
履
歴
は
、
自
筆
に
よ
る
「
光
栄
日
誌
　
履
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ヘ
リ
　
歴
書
」
に
詳
し
い
。
安
政
三
年
一
二
月
一
二
日
、
京
都
に
お
い
て
父
松
室
重
甫
（
非
蔵
人
）
、
母
房
子
（
松
尾
社
の
権
神
主
東
越
中
守
房
式
の
次
女
）
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
安
政
六
年
五
月
、
父
重
甫
が
没
し
た
時
、
重
剛
は
わ
ず
か
二
歳
六
ヶ
月
で
あ
り
、
家
督
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
相
続
の
先
例
に
従
い
九
才
と
上
申
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
以
後
、
表
向
き
に
は
嘉
永
四
年
の
出
生
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
成
長
す
る
ま
で
病
を
理
由
に
出
仕
せ
ず
、
万
延
元
年
に
初
め
て
参
朝
、
孝
明
天
皇
に
拝
謁
し
た
。
　
明
治
維
新
を
経
、
明
治
三
年
一
月
に
宮
内
省
の
権
内
舎
人
に
任
じ
ら
れ
、
同
年
明
治
天
皇
に
付
き
従
い
東
京
に
移
住
、
士
族
と
な
る
。
東
京
に
移
住
し
た
松
室
は
、
神
田
小
川
町
の
旧
土
屋
相
模
守
の
屋
敷
内
に
二
三
〇
坪
の
土
地
を
与
え
ら
れ
居
を
構
え
た
。
と
こ
ろ
が
同
五
年
に
内
舎
人
局
が
廃
さ
れ
罷
職
す
る
。
そ
の
後
は
、
学
業
を
求
め
て
諸
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ロ
ゴ
面
の
学
舎
を
転
移
し
た
と
い
う
。
同
六
年
、
慶
応
義
塾
に
入
社
し
、
英
語
と
数
学
を
学
ん
だ
。
①
工
部
美
術
学
校
で
の
修
業
　
明
治
一
〇
年
二
月
に
工
部
美
術
学
校
の
予
科
週
三
回
生
と
な
る
。
こ
の
時
、
工
部
美
術
学
校
長
は
大
鳥
圭
介
。
教
師
は
、
画
学
科
が
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
、
彫
刻
科
は
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ラ
グ
ー
ザ
と
、
い
ず
れ
も
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
御
雇
外
国
人
で
あ
っ
た
。
　
松
室
は
ま
ず
予
科
で
、
イ
タ
リ
ア
人
教
師
力
ペ
レ
ッ
テ
ィ
の
指
導
の
も
と
、
図
学
や
幾
何
な
ど
を
学
び
、
画
学
本
課
に
進
む
前
の
基
礎
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
。
明
治
一
一
年
十
月
に
、
病
を
得
た
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
が
帰
国
し
て
し
ま
う
。
松
室
が
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
に
直
接
指
導
を
受
け
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
が
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
学
科
を
担
当
し
て
い
た
時
期
の
進
歩
表
（
国
立
公
文
書
館
）
に
彼
の
名
は
な
く
、
お
そ
ら
く
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
松
室
が
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か
な
の
は
、
明
治
＝
二
年
に
三
人
目
の
図
画
教
師
と
し
て
イ
タ
リ
ア
か
ら
来
日
し
た
ア
ッ
キ
レ
・
サ
ン
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
（
一
八
四
〇
～
不
詳
）
で
あ
る
。
松
室
の
工
部
美
術
学
校
修
業
証
（
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
）
は
同
校
廃
校
と
同
じ
明
治
一
六
年
一
月
二
三
日
付
で
、
サ
ン
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
自
筆
の
評
価
文
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
と
そ
の
日
本
語
訳
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
評
価
文
の
日
本
語
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
人
物
専
門
画
学
生
松
室
重
剛
氏
ハ
修
業
耐
忍
力
ア
リ
故
二
勉
強
力
二
因
テ
裸
体
画
ヲ
善
ク
ス
ル
ニ
至
レ
リ
又
勉
メ
テ
解
剖
学
ト
遠
近
画
法
ト
ヲ
学
ピ
タ
リ
他
日
巧
画
二
至
ル
ハ
勉
強
力
ノ
助
ケ
ナ
ラ
ン
又
油
画
二
着
手
ス
ル
ヲ
得
因
テ
菰
二
之
ヲ
保
証
ス
　
評
価
文
に
は
、
「
修
業
耐
忍
力
ア
リ
」
「
解
剖
学
ト
遠
近
画
法
ト
ヲ
学
ピ
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
正
に
そ
れ
を
示
す
の
が
「
神
社
見
取
り
図
」
（
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
）
（
挿
図
2
）
と
題
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
本
図
は
、
松
室
の
工
部
美
術
学
校
時
代
の
習
作
と
考
え
ら
れ
る
。
斜
め
か
ら
み
た
社
殿
が
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
画
用
紙
に
鉛
筆
の
み
で
、
社
殿
の
屋
根
や
組
み
物
な
ど
が
緻
密
に
写
さ
れ
、
か
つ
透
視
遠
近
法
に
裏
打
ち
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
描
写
に
は
一
切
の
破
綻
が
な
い
。
描
き
手
の
謹
直
で
、
文
字
取
り
忍
耐
力
の
あ
る
性
質
が
み
て
と
れ
る
。
他
に
松
室
の
学
生
時
代
の
作
例
と
推
測
さ
れ
る
も
の
に
「
西
洋
室
内
装
飾
図
」
（
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
）
（
挿
図
3
）
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
水
彩
画
で
、
室
内
に
注
ぐ
光
線
や
投
影
の
微
妙
な
変
化
が
彩
色
に
よ
っ
て
的
確
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
正
確
な
透
視
遠
近
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
松
室
が
工
部
美
術
学
校
に
お
い
て
、
確
実
に
西
洋
画
法
を
身
に
付
け
た
こ
と
を
示
す
。
挿図2　松室重剛筆　神社見取り図（東京藝術大学蔵）
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挿図3　西洋室内装飾図（東京藝術大学蔵）
　
晩
年
期
に
、
松
室
は
工
部
美
術
学
校
へ
の
入
学
に
つ
い
て
「
始
テ
官
校
ノ
監
督
ヲ
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
モ
タ
リ
、
之
レ
予
力
幸
運
ヲ
開
ク
端
緒
ナ
リ
キ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
事
実
、
松
室
は
工
部
美
術
学
校
で
得
た
知
識
と
技
術
を
そ
の
後
、
図
画
教
師
と
し
て
活
か
し
人
生
の
大
き
な
糧
と
し
た
。
工
部
美
術
学
校
の
出
身
者
の
多
く
が
、
各
地
で
教
師
と
し
て
同
校
の
教
育
を
広
め
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
松
室
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
②
学
習
院
へ
の
奉
職
　
松
室
と
同
じ
く
、
工
部
美
術
学
校
の
廃
校
と
と
も
に
修
業
し
た
画
学
科
の
生
徒
は
十
五
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
同
窓
生
の
う
ち
、
松
室
は
曽
山
幸
彦
と
堀
江
正
章
と
と
も
に
明
治
一
七
年
一
二
月
、
麹
町
に
画
学
専
門
美
術
学
校
を
開
設
し
た
。
そ
の
教
育
プ
ロ
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ラ
ム
は
工
部
美
術
学
校
の
ほ
ぼ
再
現
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
松
室
が
校
長
を
務
め
る
が
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
一
年
で
廃
校
と
な
っ
て
し
ま
う
。
以
後
、
曽
山
が
自
宅
を
画
塾
と
し
、
藤
島
武
二
や
岡
田
三
郎
助
な
ど
多
く
の
俊
秀
を
輩
出
し
た
。
松
室
は
明
治
一
八
年
一
〇
月
、
千
葉
師
範
学
校
兼
千
葉
中
学
校
助
教
諭
に
就
い
た
。
さ
ら
に
、
千
葉
県
下
の
小
学
校
で
の
図
画
教
科
書
と
図
書
の
審
査
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
　
そ
の
後
、
明
治
二
一
年
一
二
月
二
五
日
に
千
葉
師
範
学
校
を
辞
職
、
明
治
二
二
年
一
月
八
日
、
学
習
院
の
庸
教
師
に
就
い
た
。
当
該
期
の
学
習
院
は
、
工
部
美
術
学
校
の
親
機
関
で
あ
る
旧
工
部
大
学
校
の
校
舎
を
使
用
し
て
い
た
。
神
田
錦
町
の
校
舎
を
焼
失
し
た
学
習
院
が
明
治
二
一
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
旧
工
部
大
学
校
校
舎
を
使
用
し
た
背
景
に
は
、
明
治
二
一
年
七
月
ま
で
学
習
院
長
を
つ
と
め
た
大
鳥
圭
介
の
意
向
が
あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
い
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
通
り
、
大
鳥
は
明
治
九
年
か
ら
工
部
美
術
学
校
長
を
務
め
て
い
た
。
松
室
は
工
部
美
術
学
校
と
い
う
大
鳥
と
の
縁
も
あ
り
、
学
習
院
の
図
画
教
師
に
抜
擢
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
松
室
の
学
習
院
へ
の
奉
職
期
間
中
の
肩
書
き
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
明
治
二
二
年
一
月
八
日
　
　
　
傭
教
師
　
　
明
治
二
三
年
九
月
一
〇
日
　
　
　
命
傭
教
員
　
命
助
教
授
の
任
務
　
　
明
治
三
二
年
一
二
月
二
六
日
　
　
任
学
習
院
教
授
　
　
大
正
一
〇
年
四
月
二
日
　
　
　
　
依
願
免
本
官
　
松
室
が
学
習
院
に
着
任
し
た
明
治
二
二
年
、
和
画
担
当
の
野
村
文
挙
（
一
八
五
四
～
一
九
一
＝
も
学
習
院
の
傭
教
師
に
就
い
た
。
こ
の
年
以
降
、
学
習
院
で
は
松
室
の
西
洋
画
と
、
野
村
の
和
様
画
の
授
業
が
並
行
し
て
行
わ
れ
た
。
野
村
は
明
治
二
九
年
に
辞
す
る
が
、
そ
の
後
は
岡
倉
覚
年
（
岡
倉
覚
三
の
子
息
）
が
和
画
を
受
け
も
っ
た
。
当
該
期
の
日
本
で
は
、
西
洋
画
（
鉛
筆
画
）
と
和
画
（
毛
筆
画
）
の
ど
ち
ら
が
普
通
教
育
と
し
て
適
切
で
あ
る
か
、
と
い
う
議
論
が
全
国
を
巡
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
議
論
の
基
と
な
っ
た
要
因
の
一
つ
に
は
、
岡
倉
覚
三
や
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
を
中
心
と
す
る
古
美
術
の
復
興
と
西
洋
画
教
育
の
排
斥
運
動
が
あ
る
。
学
習
院
で
両
授
業
が
行
わ
れ
始
め
た
明
治
二
二
年
は
、
岡
倉
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
よ
っ
て
東
京
美
術
学
校
が
開
校
し
た
年
で
あ
っ
た
。
　
ち
な
み
に
、
学
習
院
の
「
教
務
課
日
記
」
（
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
蔵
）
に
よ
る
と
、
明
治
二
二
年
四
月
二
九
日
に
、
学
習
院
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
を
招
い
て
”
講
談
会
”
を
開
い
て
い
る
。
　
　
四
月
廿
九
日
晴
　
月
曜
日
本
日
講
談
会
午
後
二
時
よ
り
相
開
候
事
　
　
美
術
ノ
性
質
二
関
シ
テ
所
見
デ
述
フ
フ
エ
ノ
ロ
サ
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①
学
習
院
画
学
課
ノ
目
的
　
松
室
が
学
習
院
で
行
っ
た
図
画
教
育
の
内
容
は
、
明
治
二
四
年
五
月
付
の
松
室
自
筆
原
稿
の
冊
子
「
学
習
院
画
学
課
ノ
目
的
」
な
ら
び
に
「
用
器
画
教
授
法
案
可
差
出
旨
命
二
因
リ
左
二
隔
見
陳
述
仕
候
」
（
【
翻
刻
資
料
】
）
（
旧
～
鵬
頁
）
を
は
じ
め
、
松
室
が
生
涯
保
管
し
て
い
た
生
徒
達
の
課
題
作
、
松
室
が
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
学
習
院
の
図
画
教
科
書
「
西
式
臨
画
帖
』
（
明
治
二
四
年
初
版
）
、
図
画
授
業
風
景
写
真
（
大
正
四
年
）
な
ど
が
参
考
に
な
る
。
　
「
学
習
院
画
学
課
ノ
目
的
」
に
は
、
図
画
授
業
の
指
導
方
針
と
具
体
的
な
教
授
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
原
稿
の
冒
頭
で
松
室
は
画
学
課
の
目
的
を
「
実
際
ノ
必
要
二
慮
ス
ル
ヲ
主
旨
ト
為
ス
」
と
、
実
学
に
応
用
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
画
学
課
を
「
任
手
画
」
と
「
用
器
画
」
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
「
用
器
画
」
と
は
、
定
規
や
コ
ン
パ
ス
な
ど
を
用
い
て
図
形
を
描
く
方
法
、
す
な
わ
ち
幾
何
で
あ
る
。
松
室
は
、
用
器
画
の
基
礎
が
な
け
れ
ば
良
い
任
手
画
は
描
け
な
い
と
考
え
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
「
用
器
画
教
授
法
案
可
挿図4　『大礼奉献学習院写真』のうち
　　　（学習院大学史料館蔵）
差
出
旨
命
二
因
リ
左
二
随
見
陳
述
仕
候
」
は
、
用
器
画
の
教
授
案
を
学
校
の
命
に
よ
り
提
出
し
た
も
の
の
控
え
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
松
室
が
用
器
画
を
重
視
し
た
背
景
に
は
「
陸
軍
候
補
生
ノ
修
学
ス
ヘ
キ
図
法
ヲ
教
授
ス
ル
」
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た
。
当
時
の
陸
軍
に
お
い
て
、
地
形
の
見
取
図
や
地
図
作
成
の
能
力
を
養
う
こ
と
は
重
要
で
、
特
に
将
校
は
図
画
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
先
般
御
制
定
ノ
学
制
」
で
は
、
用
器
画
に
充
て
ら
れ
た
時
間
が
不
足
で
、
松
室
は
生
徒
達
に
自
習
さ
せ
て
欠
を
補
う
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
学
制
と
は
、
当
該
期
の
院
長
三
浦
梧
楼
の
も
と
に
明
治
二
三
年
に
作
成
さ
れ
た
「
学
習
院
学
制
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
一
方
、
「
任
手
画
」
の
課
題
で
は
「
臨
画
帖
」
の
模
写
の
他
、
石
膏
の
写
生
や
、
屋
外
写
生
（
挿
図
4
）
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
画
は
、
松
室
が
生
涯
手
許
に
保
管
し
て
い
た
生
徒
作
品
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
凡
が
明
ら
か
と
な
る
。
②
図
画
授
業
の
教
材
　
松
室
重
剛
関
係
史
料
に
含
ま
れ
て
い
る
中
等
学
科
生
徒
の
課
題
画
の
大
半
は
、
「
任
手
画
」
の
課
題
の
う
ち
石
膏
な
ど
の
写
生
図
で
あ
る
（
挿
図
5
）
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
松
室
が
授
業
で
ど
の
よ
う
な
物
を
教
材
と
し
、
写
生
の
対
象
と
し
て
い
た
か
が
分
か
る
。
教
材
と
な
っ
た
石
膏
像
は
、
大
正
四
年
の
『
大
礼
奉
献
学
習
院
写
真
』
の
「
中
等
科
一
年
図
画
授
業
風
景
写
真
」
に
も
写
さ
れ
て
い
る
（
挿
図
6
）
。
牛
、
馬
の
頭
部
の
石
膏
が
板
に
嵌
め
ら
れ
た
も
の
、
ラ
イ
オ
ン
像
、
人
物
の
半
身
像
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
　
ま
た
、
明
治
二
〇
年
か
ら
二
五
年
に
中
等
学
科
に
在
学
し
て
い
た
児
島
喜
久
雄
は
、
図
画
の
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
石
膏
像
に
つ
い
て
、
後
年
「
贋
作
」
（
昭
和
＝
二
年
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
中
学
の
頃
の
図
画
は
四
年
級
以
上
に
な
る
と
戸
外
写
生
と
石
膏
の
素
描
だ
っ
た
。
図
画
教
室
の
付
属
室
に
は
ミ
ロ
の
ヴ
ェ
ニ
ュ
ス
、
ラ
オ
コ
ー
ン
、
プ
セ
ウ
ド
セ
ネ
藩
・
・
乏
滋
響
・
臨・
欝
懲
蓋
挿図5　児島喜久雄　石膏写
生図（学習院大学史料館蔵）
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ん
。
」
と
か
ワ
イ
ワ
イ
騒
ぐ
け
れ
ど
も
先
生
は
す
ま
し
て
授
業
を
進
め
て
了
ふ
。
略
）
石
膏
の
中
に
↓
つ
妙
な
爺
の
首
が
あ
つ
た
。
や
な
顔
だ
つ
た
が
、
仰
向
い
た
表
情
に
中
々
生
々
し
た
と
こ
ろ
が
あ
つ
て
印
象
が
強
か
つ
た
。
先
生
に
「
何
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
「
ベ
ニ
ヴ
ィ
エ
ー
二
だ
」
と
い
ふ
。
カ
、
ウ
ー
ド
ン
の
女
神
の
首
、
子
ど
も
の
首
、
と
い
う
や
う
な
十
幾
つ
か
の
石
膏
が
硝
子
棚
の
中
に
埃
だ
ら
け
に
な
つ
て
並
ん
で
居
た
。
時
間
に
な
る
と
松
室
重
剛
と
い
ふ
背
の
高
い
美
術
学
校
以
前
の
洋
画
の
先
生
が
其
処
か
ら
然
る
べ
き
も
の
を
選
ん
で
埃
を
吹
き
な
が
ら
教
場
へ
持
つ
て
来
る
。
皆
は
き
ま
つ
て
「
難
し
過
ぎ
る
か
ら
別
の
と
代
へ
て
下
さ
い
。
」
と
か
「
私
の
席
か
ら
は
描
き
難
く
つ
て
い
け
ま
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
セ
ネ
カ
よ
り
も
つ
と
品
の
悪
い
い
　
児
島
の
記
憶
に
よ
る
と
、
当
時
学
習
院
の
図
画
教
室
に
は
十
数
種
類
の
石
膏
像
が
あ
っ
た
と
い
う
。
生
徒
達
の
石
膏
写
生
図
や
、
大
正
期
の
図
画
授
業
の
写
真
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
児
島
の
記
憶
は
事
実
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
明
治
・
大
正
期
と
い
う
、
未
だ
教
材
用
の
石
膏
像
が
さ
ほ
ど
の
流
通
を
み
な
か
っ
た
時
代
に
、
学
習
院
に
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
豊
富
な
石
膏
像
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
の
推
測
と
し
て
、
工
部
美
術
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
石
膏
像
が
学
習
院
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
工
部
美
術
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
石
膏
像
は
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
が
来
日
の
際
に
イ
タ
リ
ア
か
ら
将
来
し
た
も
の
で
、
そ
の
目
録
が
「
工
部
省
　
美
術
　
自
明
治
九
年
至
一
五
年
」
（
国
立
公
文
書
館
）
に
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
石
膏
像
の
多
く
が
現
在
も
、
東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
に
、
学
習
院
の
図
画
授
業
風
景
写
真
や
生
徒
達
の
写
生
図
に
登
場
す
る
と
思
し
き
石
膏
像
の
名
称
が
い
く
つ
か
見
つ
け
ら
れ
る
。
「
馬
浮
彫
額
」
「
牛
浮
彫
額
」
「
獅
子
浮
彫
」
、
そ
し
て
児
島
喜
久
雄
の
エ
ッ
セ
イ
に
登
場
す
る
ベ
ニ
ヴ
ィ
エ
ー
二
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
「
ベ
ニ
ビ
ヱ
ニ
氏
造
老
人
頭
」
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
学
習
院
に
の
こ
さ
れ
た
記
録
か
ら
、
明
治
二
二
年
に
工
科
大
学
博
物
場
、
す
な
わ
ち
旧
工
部
大
学
校
博
物
場
の
美
術
品
の
一
部
が
学
習
院
に
譲
渡
さ
れ
た
史
実
が
判
明
す
る
。
③
工
部
美
術
学
校
使
用
教
材
の
学
習
院
へ
の
譲
渡
　
明
治
一
八
年
工
部
省
廃
止
に
と
も
な
い
、
明
治
一
九
年
三
月
、
工
部
大
学
校
や
農
務
省
の
東
京
農
林
学
校
な
ど
官
省
の
高
等
専
門
教
育
機
関
と
東
京
大
学
と
が
統
合
さ
れ
帝
国
大
学
が
創
立
し
た
。
帝
国
大
学
は
、
法
科
、
医
科
、
工
科
、
文
科
、
理
科
、
農
科
の
六
分
科
大
学
か
ら
成
り
、
工
部
大
学
校
は
工
科
大
学
に
改
編
さ
れ
た
。
工
科
大
学
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
は
、
虎
ノ
門
の
旧
工
部
大
学
校
の
校
舎
を
使
用
し
て
い
た
が
、
本
郷
に
校
舎
が
新
築
さ
れ
、
明
治
二
一
年
工
科
大
学
は
移
転
し
た
。
虎
ノ
門
の
校
舎
は
、
明
治
一
九
年
二
月
に
神
田
錦
町
の
校
舎
を
焼
失
し
た
学
習
院
が
、
明
治
二
一
年
九
月
か
ら
同
二
三
年
八
月
ま
で
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
つ
て
の
工
部
大
学
校
に
は
御
雇
外
国
人
の
英
国
人
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
設
計
の
博
物
場
が
あ
り
、
学
校
で
使
用
し
た
教
材
類
や
学
生
の
作
品
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
博
物
場
保
管
の
教
材
の
う
ち
大
半
は
工
科
大
学
に
移
管
さ
れ
た
が
、
一
部
が
学
習
院
に
譲
渡
さ
れ
て
い
た
事
実
が
こ
の
度
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
　
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
所
蔵
す
る
「
重
要
雑
録
」
明
治
二
二
年
に
、
「
第
一
号
工
科
大
学
旧
博
物
場
備
付
ノ
石
膏
彫
刻
物
井
洋
画
等
譲
渡
方
同
大
学
へ
依
頼
ノ
件
」
と
い
う
項
目
が
あ
げ
ら
れ
、
学
習
院
と
工
科
大
学
と
の
や
り
取
り
の
記
事
が
十
数
頁
に
わ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
り
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
関
係
記
事
を
翻
刻
し
て
お
く
。
【
資
料
】
「
重
要
雑
録
」
●
明
治
二
一
年
六
月
二
一
日
第
三
百
六
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
廿
一
年
六
月
廿
一
日
　
廻
議
長
　
（
大
鳥
印
）
　
教
頭
（
嘉
納
印
）
　
幹
事
（
門
野
印
）
　
主
任
（
足
立
印
）
貴
学
博
物
場
二
有
之
石
膏
彫
刻
物
井
洋
画
之
内
御
不
用
之
分
有
之
候
ハ
・
本
院
江
御
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譲
受
致
度
此
段
及
御
依
頼
候
也
　
　
　
　
　
　
明
治
廿
一
年
六
月
廿
一
日
工
科
大
学
御
中
学
習
院
●
明
治
二
二
年
三
月
四
日
工
第
二
五
号
本
学
旧
博
物
場
備
付
品
ノ
内
彫
刻
物
井
洋
画
等
数
十
種
貴
院
へ
御
譲
受
相
成
度
旨
、
昨
年
中
第
三
百
六
拾
四
号
ヲ
以
テ
御
照
会
二
候
所
、
当
時
旅
行
中
ナ
ル
文
科
大
学
雇
教
師
ブ
ッ
セ
一
二
覧
為
致
候
上
可
及
御
確
答
筈
之
所
干
今
其
侭
二
相
成
居
貴
院
二
於
テ
モ
御
不
都
合
ト
存
候
二
付
、
来
ル
木
曜
日
又
ハ
金
曜
日
午
前
ノ
内
、
同
教
師
差
出
一
覧
為
致
度
候
条
右
両
日
ノ
内
御
差
支
無
之
時
日
至
急
御
一
報
相
成
候
様
致
度
此
段
及
御
照
会
候
也
、
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
二
年
三
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
科
大
学
　
「
工
科
大
学
」
（
朱
文
方
印
）
　
　
　
　
学
習
院
御
中
●
明
治
二
二
年
三
月
一
二
日
第
三
一
〇
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
二
二
年
三
月
一
二
日
　
廻
議
長
　
　
　
　
教
頭
（
嘉
納
印
）
　
幹
事
（
門
野
印
）
　
（
工
藤
印
）
　
主
任
（
植
村
印
）
　
　
工
科
大
学
ヨ
リ
別
紙
工
第
二
五
号
ノ
一
以
テ
旧
博
物
場
美
術
品
一
覧
之
義
照
会
　
　
二
付
、
左
之
通
回
答
致
シ
別
紙
引
工
第
二
五
号
ノ
一
附
ヲ
以
テ
来
ル
十
五
日
旧
博
物
場
美
術
品
一
覧
之
為
メ
文
科
大
学
教
師
ブ
ッ
セ
氏
御
差
遣
之
趣
了
承
致
候
右
差
支
無
之
此
如
及
御
答
候
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
　
　
　
　
工
科
大
学
御
中
●
明
治
二
二
年
三
月
二
二
日
工
第
四
二
号
本
学
旧
博
物
場
ノ
美
術
品
別
紙
目
録
ノ
分
兼
テ
御
照
会
ノ
趣
二
依
リ
今
般
無
対
価
ヲ
以
テ
可
及
御
譲
渡
候
条
右
領
収
証
至
急
御
廻
付
相
成
候
様
致
度
此
段
申
進
候
也
、
　
　
　
　
　
　
明
治
二
十
二
年
三
月
二
十
二
日
　
　
　
　
工
科
大
学
（
印
）
　
　
　
　
美
術
之
部
百
九
拾
号
武
百
拾
六
号
武
百
武
拾
壱
号
武
百
武
拾
六
号
武
百
武
拾
七
号
武
百
武
拾
九
号
武
百
三
拾
武
号
武
百
三
拾
六
号
武
百
三
拾
八
号
武
百
四
拾
三
号
武
百
四
拾
六
号
戴
百
四
拾
八
号
武
百
五
拾
九
号
武
百
六
拾
三
号
武
百
六
拾
六
号
武
百
六
拾
八
号
武
百
七
拾
号
武
百
七
拾
五
号
武
百
七
拾
六
号
武
百
七
拾
七
号
武
百
八
拾
壱
号
武
百
八
拾
四
号
武
百
八
拾
九
号
目
録
石
膏
　
ハ
ウ
ソ
リ
ア
ル
デ
ル
カ
ン
／
テ
ラ
ブ
ム
テ
コ
ル
ハ
チ
カ
ノ
日
本
風
香
櫨
ノ
型
天
然
写
ノ
蛇
額
縁
ノ
角
同欧
州
婦
人
半
身
浮
彫
刻
額
亀欧
州
小
供
草
花
浮
彫
額
セ
メ
ン
ト
製
燭
台
付
飾
日
本
婦
人
半
身
浮
彫
額
フ
ラ
ン
ス
ー
リ
ニ
ジ
サ
ン
／
マ
ル
セ
ロ
ー
ア
ル
カ
ゾ
オ
セ
メ
ン
ト
製
人
面
付
家
屋
飾
天
井
丸
飾
菊
桐
付
家
屋
飾
オ
ホ
ロ
形
ノ
飾
同半
身
像
ノ
台
型
日
本
婦
人
半
身
像
虎
井
風
景
付
額
シ
ツ
ケ
ラ
ン
シ
ユ
台
ノ
合
セ
型
エ
ル
カ
ン
ソ
ア
ル
ネ
ユ
ヌ
チ
ー
足
家
屋
飾
蛇
腹
飾
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武
百
九
拾
武
号
武
百
九
拾
三
号
武
百
九
拾
四
号
武
百
九
拾
五
号
武
百
九
拾
六
号
武
百
九
拾
七
号
三
百
○
○
号
三
百
〇
八
号
三
百
拾
武
号
三
百
武
拾
号
三
百
武
拾
五
号
三
百
武
拾
八
号
三
百
三
拾
号
三
百
三
拾
三
号
三
百
三
拾
四
号
三
百
四
拾
壱
号
三
百
四
拾
六
号
三
百
五
拾
壱
号
三
百
五
拾
五
号
三
百
五
拾
入
号
三
百
六
拾
壱
号
三
百
六
拾
三
号
三
百
六
拾
五
号
三
百
七
拾
五
号
　
　
　
　
額
面
五
百
〇
七
号
五
百
武
拾
三
号
五
百
武
拾
入
号
額
縁
ノ
角
同同同同ラ
ン
プ
釣
中
心
飾
日
本
婦
人
ノ
額
羅
馬
風
飾
羅
馬
及
希
臓
風
飾
一
部
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
井
風
景
付
型
ア
カ
ン
ト
付
家
屋
飾
一
部
フ
ラ
マ
ン
チ
ノ
飾
飾
台
フ
レ
ジ
オ
シ
ピ
ラ
ア
ル
バ
型
羅
馬
及
希
膿
風
景
飾
ア
カ
ン
ト
付
ラ
ン
プ
釣
天
井
飾
額
縁
　
大
同
　
　
小
バ
ラ
花
枝
実
写
型
鴛
浮
彫
額
型
家
屋
飾
額
縁
同
角
欧
州
婦
人
半
身
浮
彫
画
入
縁
共
壱
枚
同同
五
百
拾
六
号
五
百
拾
七
号
五
百
武
拾
号
四
百
九
拾
八
号
五
百
武
拾
九
号
五
百
武
拾
三
号
五
百
三
拾
六
号
五
百
四
拾
壱
号
五
百
拾
八
号
五
百
武
拾
壱
号
五
百
武
拾
武
号
　
　
　
　
長
枠
額
六
号
九
号
日
本
絹
布
標
本
日
本
材
監
同同同同同同同同同同同
　
壱
枚
　
同
計
拾
六
枚
　
壱
綴
　
弐
函
●
明
治
二
二
年
三
月
二
五
日
第
三
二
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
廿
二
年
三
月
廿
二
日
長
　
　
　
　
　
　
　
教
頭
　
　
　
　
　
幹
事
　
　
　
　
　
主
任
右
今
般
無
代
価
ヲ
以
テ
御
譲
与
被
下
正
二
領
収
候
也
　
　
　
　
　
　
　
廿
二
年
三
月
廿
五
日
　
　
　
学
習
院
　
印
　
　
　
　
　
工
科
大
学
御
中
こ
れ
ら
の
記
録
内
容
を
要
約
し
時
系
列
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
廻
議
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明
治
二
一
年
六
月
二
一
日
明
治
二
二
年
三
月
四
日
明
治
二
二
年
三
月
一
五
日
明
治
二
二
年
三
月
二
二
日
明
治
二
二
年
三
月
二
五
日
学
習
院
か
ら
工
科
大
学
に
宛
て
、
旧
工
部
大
学
校
の
博
物
場
保
管
の
石
膏
・
彫
刻
・
洋
画
の
不
用
分
を
譲
渡
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
。
（
時
の
院
長
は
大
鳥
圭
介
）
　
　
　
↑
旧
工
部
大
学
校
博
物
場
備
品
の
う
ち
、
工
科
大
学
に
移
管
せ
ず
学
習
院
に
譲
渡
す
る
彫
刻
・
洋
画
な
ど
数
十
種
類
を
文
科
大
学
教
師
ブ
ッ
セ
が
一
覧
に
し
た
。
そ
の
照
会
の
日
取
り
を
調
整
。
　
　
　
↑
工
科
大
学
が
譲
渡
品
一
覧
を
学
習
院
に
照
会
。
　
　
　
↑
目
録
の
品
が
学
習
院
に
譲
渡
さ
れ
る
。
　
　
　
↑
無
代
価
に
よ
る
領
収
証
が
、
学
習
院
か
ら
工
科
大
学
宛
て
に
送
ら
れ
る
。
　
以
上
の
記
事
か
ら
、
学
習
院
が
旧
工
部
大
学
校
校
舎
を
使
用
し
て
い
た
明
治
二
二
年
三
月
に
、
旧
工
部
大
学
校
の
美
術
、
す
な
わ
ち
工
部
美
術
学
校
で
使
用
し
て
い
た
教
材
類
が
大
量
に
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
学
習
院
に
譲
ら
れ
た
美
術
品
一
覧
に
み
る
教
材
名
の
多
く
が
、
工
部
省
の
記
録
「
工
部
省
　
美
術
　
自
明
治
九
年
至
同
十
五
年
」
（
国
立
公
文
書
館
）
に
記
さ
れ
て
い
る
博
物
場
（
館
）
保
管
の
目
録
の
内
容
と
一
致
す
る
。
保
管
品
は
、
教
材
の
他
、
工
部
美
術
学
校
で
製
作
さ
れ
た
作
品
も
含
む
。
工
部
美
術
学
校
で
使
用
さ
れ
た
教
材
は
、
同
校
の
教
師
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
や
ラ
グ
ー
ザ
な
ど
の
御
雇
外
国
人
が
来
日
の
際
に
母
国
イ
タ
リ
ア
か
ら
携
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
学
習
院
に
譲
渡
さ
れ
た
大
量
の
美
術
教
材
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
海
外
か
ら
の
将
来
品
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
二
二
年
以
降
の
学
習
院
の
図
画
教
育
に
は
、
か
つ
て
工
部
美
術
学
校
で
用
い
ら
れ
て
い
た
、
当
該
期
の
日
本
の
美
術
教
育
と
し
て
は
、
最
高
に
贅
沢
な
教
材
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
お
わ
り
に
　
明
治
一
九
年
二
月
に
神
田
錦
町
の
校
舎
を
焼
失
し
た
学
習
院
に
と
っ
て
は
、
教
材
の
確
保
は
必
須
事
項
で
あ
っ
た
。
明
治
二
一
年
六
月
に
学
習
院
が
工
科
大
学
に
対
し
教
材
の
譲
渡
を
依
頼
し
た
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
学
習
院
長
で
あ
り
、
か
つ
て
工
学
頭
と
し
て
工
部
大
学
校
の
校
長
を
務
め
た
大
鳥
圭
介
の
力
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
学
習
院
は
、
当
時
の
図
画
教
育
と
し
て
は
第
一
級
の
教
材
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
図
画
教
師
に
は
、
過
去
に
そ
れ
ら
の
教
材
を
学
生
の
立
場
で
使
用
し
て
い
た
工
部
美
術
学
校
の
修
業
生
、
松
室
重
剛
が
選
ば
れ
た
。
工
部
美
術
学
校
の
教
材
が
学
習
院
の
手
に
入
っ
た
の
も
、
松
室
が
学
習
院
の
図
画
教
師
と
し
て
起
用
さ
れ
た
の
も
、
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
っ
た
の
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
工
部
大
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
豊
富
な
教
材
の
入
手
が
叶
っ
た
学
習
院
は
、
明
治
二
三
年
、
四
谷
に
新
築
さ
れ
た
校
舎
に
移
転
し
た
。
豊
か
な
教
材
と
新
校
舎
と
い
う
ハ
ー
ド
面
が
固
め
ら
れ
、
次
に
三
浦
梧
楼
院
長
の
も
と
、
教
育
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
『
学
習
院
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
三
浦
院
長
は
新
し
く
学
習
院
学
則
を
発
布
し
、
教
育
体
制
を
完
備
さ
せ
た
。
そ
の
根
本
方
針
は
「
普
通
一
般
の
普
通
教
育
ま
た
は
専
門
学
を
修
め
る
の
で
は
な
く
、
学
習
院
設
立
の
目
的
に
添
う
た
め
に
、
高
尚
な
普
通
教
育
の
体
制
を
完
成
し
、
華
族
子
弟
に
そ
の
地
位
本
分
を
自
覚
し
て
、
国
民
の
儀
表
と
し
て
恥
し
く
な
い
も
の
を
習
得
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
」
こ
れ
に
と
も
な
い
、
そ
れ
ま
で
学
習
院
が
使
用
し
て
い
た
文
部
省
編
纂
の
教
科
書
に
と
っ
て
代
わ
る
べ
き
学
習
院
独
自
の
教
科
書
が
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
。
松
室
が
明
治
二
十
四
年
に
「
学
習
院
画
学
課
ノ
目
的
」
を
記
し
、
ま
た
同
年
『
西
式
臨
画
帖
』
や
『
和
様
臨
画
帖
』
な
ど
の
学
習
院
の
図
画
教
科
書
が
制
作
さ
れ
た
背
景
に
は
、
三
浦
院
長
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
教
育
方
針
は
、
当
然
な
が
ら
図
画
の
み
で
な
く
、
他
の
教
科
も
同
様
で
あ
っ
た
。
三
浦
院
長
の
意
向
に
よ
り
明
治
二
十
三
年
に
日
本
で
初
め
て
開
設
さ
れ
た
「
東
洋
諸
国
の
歴
史
」
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
を
兼
務
し
た
白
鳥
庫
吉
が
担
当
し
た
。
明
治
大
正
期
の
学
習
院
の
教
育
は
、
日
本
の
近
代
教
育
史
全
体
の
流
れ
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
贅
沢
な
人
材
と
教
材
と
が
集
め
ら
れ
た
、
特
色
あ
る
も
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の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
。
今
後
も
こ
う
し
た
学
習
院
の
教
育
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
注
（
1
）
松
室
家
史
料
「
光
栄
日
誌
　
履
歴
書
」
（
学
習
院
大
学
史
料
館
蔵
）
の
松
室
重
剛
　
　
自
筆
原
稿
に
は
、
重
剛
の
「
剛
」
に
「
タ
・
」
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
　
　
従
っ
て
、
重
剛
を
「
し
げ
た
だ
」
と
読
む
の
が
適
当
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
（
2
）
松
室
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
松
室
同
族
会
編
『
洛
西
松
尾
月
読
讃
社
松
室
家
代
々
　
　
考
』
（
昭
和
六
〇
年
六
月
二
〇
日
）
を
参
考
に
し
た
。
（
3
）
森
銑
三
「
池
大
雅
家
譜
」
『
森
鉄
三
著
作
集
第
3
巻
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
　
　
四
八
年
（
4
）
政
宗
五
十
緒
「
松
室
松
峡
と
池
大
雅
」
（
前
掲
著
書
（
注
2
）
所
収
）
参
照
。
（
5
）
江
戸
時
代
の
松
室
家
の
人
物
に
つ
い
て
の
調
査
は
未
だ
行
っ
て
い
な
い
。
本
稿
　
　
に
挙
げ
た
史
料
は
、
筆
者
の
手
許
に
あ
り
確
認
で
き
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
（
6
）
松
室
重
剛
自
身
も
書
画
骨
董
の
収
集
を
好
ん
で
行
っ
た
と
自
ら
記
し
て
い
る
。
　
　
し
た
が
っ
て
、
松
室
家
史
料
に
含
ま
れ
る
江
戸
時
代
絵
画
は
、
江
戸
時
代
以
来
　
　
の
同
家
伝
来
品
と
、
重
剛
が
明
治
以
降
に
収
集
し
た
も
の
と
の
二
系
統
が
あ
る
。
（
7
）
松
室
重
剛
が
明
治
二
十
五
年
一
月
付
で
記
し
た
「
非
蔵
人
由
緒
書
」
（
前
掲
著
（
注
　
　
2
）
所
収
）
に
、
松
室
家
と
学
習
院
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
そ
の
う
ち
コ
　
非
蔵
人
ノ
役
員
及
職
掌
ノ
事
」
と
い
う
項
目
で
は
、
次
の
記
　
　
事
が
あ
る
。
　
　
「
学
習
院
御
用
掛
三
人
　
天
保
＝
二
年
一
〇
月
学
習
院
御
設
立
ト
共
二
御
詰
非
蔵
　
　
人
ノ
中
ヨ
リ
人
選
セ
ラ
レ
明
治
初
年
二
至
レ
リ
　
　
一
　
学
習
院
ノ
傳
奏
ノ
命
ヲ
承
ケ
テ
同
院
一
切
ノ
事
ヲ
監
督
ス
」
　
　
さ
ら
に
「
四
　
非
蔵
人
ノ
資
格
井
二
備
考
事
項
」
い
う
項
目
に
、
次
の
記
事
が
　
　
あ
る
。
　
　
コ
　
学
習
院
二
於
テ
修
學
ヲ
許
サ
ル
ル
コ
ト
」
（
8
）
『
学
習
院
窃
年
』
学
校
法
人
学
習
院
　
平
成
一
四
年
（
9
）
（
1
0
）
121114　13
）　　　）
（
1
5
）
1716
　　　）
（
1
8
）
松
室
家
史
料
「
光
栄
日
誌
　
履
歴
書
」
（
学
習
院
大
学
史
料
館
蔵
）
本
稿
で
は
松
室
の
履
歴
に
つ
い
て
、
本
史
料
を
主
に
参
考
に
し
た
。
松
室
家
史
料
「
秘
書
　
子
孫
ノ
外
不
詳
他
見
　
自
叙
略
伝
　
光
栄
日
誌
諸
言
未
定
稿
」
（
学
習
院
大
学
史
料
館
蔵
）
『
慶
慮
義
塾
入
社
帳
一
』
　
慶
応
義
塾
塾
監
局
塾
史
資
料
室
　
昭
和
五
四
年
尾
埼
尚
文
「
工
部
美
術
学
校
史
」
（
『
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
日
本
の
近
代
美
術
』
東
京
都
庭
園
美
術
館
　
平
成
九
年
）
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。
松
室
家
史
料
「
自
叙
略
伝
　
光
栄
日
誌
緒
言
　
未
定
稿
」
（
学
習
院
大
学
史
料
館
蔵
）
青
木
茂
『
近
代
の
美
術
四
六
　
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
工
部
美
術
学
校
』
至
文
堂
昭
和
五
三
年
学
習
院
百
年
史
編
纂
委
員
編
『
学
習
院
百
年
史
　
第
一
編
』
昭
和
五
六
年
、
長
佐
古
美
奈
子
「
技
術
官
僚
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
『
明
治
の
視
覚
革
命
！
工
部
美
術
学
校
と
学
習
院
』
展
図
録
、
学
習
院
大
学
史
料
館
　
平
成
二
三
年
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
御
教
示
に
よ
る
史
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
学
習
院
ア
！
カ
イ
ブ
ズ
の
桑
尾
光
太
郎
氏
に
多
大
な
る
御
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
工
科
大
学
か
ら
入
手
し
た
教
材
は
図
画
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
た
い
。
【
翻
刻
資
料
】
松
室
重
剛
自
筆
原
稿
「
学
習
院
画
学
課
ノ
目
的
」
な
ら
び
に
画
教
授
法
案
可
差
出
旨
命
二
因
リ
左
二
随
見
陳
述
仕
候
」
「
用
器
学
習
院
画
学
課
ノ
目
的
一
本
課
ノ
目
的
ハ
人
生
天
稟
ノ
才
能
ヲ
啓
発
シ
優
美
ノ
心
情
ヲ
酒
養
シ
以
テ
想
像
心
　
ヲ
冨
マ
シ
メ
意
匠
力
ヲ
巧
ニ
ス
ル
ニ
在
リ
テ
随
意
二
萬
般
ノ
形
状
ヲ
写
シ
、
文
語
　
文
字
ノ
及
ハ
サ
ル
所
ヲ
モ
顕
ハ
シ
以
テ
実
際
ノ
必
要
二
慮
ス
ル
ヲ
主
旨
ト
為
ス
一
本
課
ノ
範
囲
ハ
単
二
墨
色
ヲ
以
テ
万
物
ヲ
画
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
一
本
課
ノ
分
課
ハ
任
手
、
用
器
ノ
ニ
法
ト
ス
、
即
チ
之
ヲ
細
別
ス
レ
ハ
左
ノ
如
シ
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本
課
ノ
分
課
（一
j
（
二
）
（
三
）
任
手
画
［
　　　用
　　　器
　　　画
幾
何
画
法
　
へ
幾
何
物
体
投
影
画
法
施
彩
法
透
視
画
法
同
上
施
影
法
学
習
院
画
学
課
ノ
要
旨
及
ヒ
効
果
画
学
ノ
分
課
及
ヒ
教
授
ノ
要
領
各
年
級
課
学
ノ
程
度
（一
j
本
課
ノ
目
的
ハ
気
格
ヲ
高
尚
ニ
シ
心
情
ヲ
優
美
ニ
シ
意
匠
ヲ
巧
妙
ニ
シ
間
　
　
接
上
ヨ
リ
専
ラ
品
性
ヲ
洒
養
ス
ル
コ
ト
ヲ
勉
メ
、
又
タ
直
接
ニ
ハ
萬
象
ヲ
　
　
描
出
シ
テ
実
際
ノ
必
要
二
慮
シ
専
ラ
技
術
ヲ
訓
錬
ス
ル
ニ
在
リ
、
故
二
修
　
　
学
ノ
効
果
ハ
事
物
全
局
ノ
観
念
、
精
密
ノ
観
察
、
思
考
、
想
像
、
記
憶
、
　
　
描
写
等
ノ
カ
ニ
富
マ
シ
メ
以
テ
一
身
ノ
動
作
ヨ
リ
社
会
萬
般
ノ
事
物
二
関
　
　
シ
凡
テ
秩
序
ヲ
調
理
シ
美
観
ヲ
判
視
シ
、
又
タ
其
画
ヲ
作
ル
ニ
際
シ
、
心
　
　
手
相
慮
シ
テ
運
筆
自
在
ナ
ラ
シ
ム
ル
能
力
ヲ
完
備
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
期
ス
ル
　
　
モ
ノ
ナ
リ
（
二
）
画
学
課
ヲ
分
テ
自
在
画
、
用
器
画
、
工
夫
画
ノ
三
ト
ス
　
（
一
）
自
在
画
ト
ハ
一
切
器
械
的
ノ
助
ヲ
借
ラ
ス
唯
タ
葉
紙
及
ヒ
護
護
ヲ
以
テ
　
　
　
画
成
ス
ル
者
ヲ
云
ヒ
之
力
教
授
ノ
方
法
ハ
粉
本
臨
写
実
物
写
生
ノ
法
則
　
　
　
ヲ
授
ケ
身
態
ヲ
整
粛
ニ
シ
手
腕
ヲ
慣
熟
シ
眼
目
ヲ
練
磨
シ
物
体
ノ
形
状
、
　
　
　
濃
淡
ノ
配
置
等
凡
テ
成
画
ヲ
シ
テ
実
際
ノ
物
景
二
差
違
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
　
　
　
ノ
学
力
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
要
ス
（
二
）
用
器
画
ト
ハ
図
引
器
械
ヲ
用
テ
万
般
ノ
形
態
ヲ
製
図
ス
ル
者
ヲ
云
ヒ
、
　
　
先
ツ
器
械
ノ
名
称
及
ヒ
使
用
方
ヨ
リ
漸
ク
進
テ
図
法
ノ
大
要
二
通
暁
セ
　
　
シ
メ
、
練
習
セ
シ
メ
以
テ
其
応
用
ヲ
自
在
ナ
ラ
シ
メ
製
図
上
実
物
ヲ
表
　
　
出
シ
得
ル
ノ
カ
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
要
ス
（
三
）
工
夫
画
ト
ハ
自
在
画
、
用
器
画
ノ
ニ
法
ヲ
応
用
シ
テ
新
規
ノ
図
案
ヲ
作
　
　
画
ス
ル
者
ヲ
云
ヒ
、
先
ツ
物
態
形
状
ノ
好
悪
遠
近
濃
淡
ノ
配
置
等
二
就
　
　
キ
其
撰
択
ノ
法
方
ヲ
教
授
シ
臨
本
、
写
生
、
想
像
ノ
三
法
二
因
テ
専
ラ
　
　
意
匠
ヲ
練
リ
、
万
象
ノ
醜
美
デ
判
別
シ
物
体
ノ
位
置
ヲ
取
捨
ス
ル
ノ
カ
　
　
ヲ
養
フ
ヲ
要
ス
中
等
学
科
各
年
級
画
学
課
々
学
程
度
　
一
年
級
　
　
一
自
在
画
　
臨
写
　
二
十
枚
乃
至
廿
五
枚
　
粉
本
家
屋
器
具
　
　
一
工
夫
画
　
　
　
　
十
図
乃
至
十
五
図
　
　
粉
本
二
因
テ
作
画
ス
ル
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ス
　
ニ
年
級
　
　
一
自
在
画
　
臨
写
　
二
十
枚
乃
至
二
十
五
枚
　
粉
本
花
卉
果
実
虫
魚
禽
獣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
類
　
　
一
工
夫
画
　
　
　
　
十
図
乃
至
十
二
図
　
　
臨
本
作
画
　
　
一
用
器
画
　
　
　
　
　
　
製
図
用
意
　
器
械
名
称
及
使
用
法
　
輪
廓
画
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
角
線
　
平
行
線
　
角
　
三
角
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
線
比
例
　
円
線
　
円
線
区
分
円
内
二
切
多
返
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
形
図
　
面
積
比
例
　
伸
縮
図
　
十
分
比
例
尺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
積
図
　
分
割
面
　
楕
円
　
抱
物
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
双
曲
線
　
三
年
級
　
　
一
自
在
画
　
臨
写
　
二
十
枚
乃
至
二
十
五
枚
　
臨
本
風
景
人
物
　
　
一
工
夫
画
　
　
　
　
十
図
乃
至
十
二
図
　
　
　
臨
本
作
画
　
　
一
用
器
画
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投
影
画
法
　
剖
展
図
法
　
幾
何
写
景
法
　
陰
影
論
　
　
　
　
　
　
大
気
差
景
　
光
線
ノ
落
角
　
陰
陽
線
ノ
用
法
　
　
　
　
　
　
円
柱
固
有
ノ
陰
影
　
球
体
固
有
ノ
陰
影
四
年
級
　
一
自
在
画
　
写
生
　
十
五
枚
　
模
写
物
体
　
幾
何
的
模
形
及
器
具
　
一
工
夫
画
　
　
　
　
入
図
乃
至
十
図
　
　
　
写
生
及
想
像
　
作
画
　
一
用
器
画
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
、
要
ス
ル
ニ
普
通
教
育
二
目
的
ト
ス
ル
理
学
的
ノ
画
ヲ
描
ク
ニ
ハ
荷
モ
等
閑
二
付
ス
可
キ
者
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
適
当
ナ
ル
モ
ノ
ト
思
考
致
候
　
　
　
　
明
治
廿
四
年
五
月
、
前
条
授
業
ノ
法
ヲ
以
テ
施
行
ス
ル
ヲ
透
視
画
法
総
論
　
並
行
透
視
画
法
成
角
透
視
画
法
　
傾
斜
透
視
画
法
施
陰
法
五
年
級
　
一
自
在
画
　
一
工
夫
画
六
年
級
　
一
自
在
画
　
一
工
夫
画
写
生
写
生
十
五
枚
　
花
卉
　
果
実
　
鳥
獣
十
二
図
　
写
生
・
想
像
作
画
模
形
品
十
枚
　
鳥
獣
人
物
風
景
八
枚
乃
至
十
枚
　
　
写
生
・
想
像
作
画
松室重剛と学習院の図画教育
用
器
画
教
授
法
案
可
差
出
旨
命
二
因
リ
左
二
随
見
陳
述
仕
候
先
般
御
制
定
ノ
学
制
ニ
ハ
藝
術
課
中
画
学
ノ
時
間
ハ
初
等
科
第
一
年
級
ヨ
リ
中
等
学
科
第
六
年
級
二
至
ル
マ
テ
十
二
年
間
凡
ソ
六
百
時
ニ
シ
テ
、
就
中
用
器
画
ノ
時
間
ハ
僅
カ
ニ
百
二
十
時
二
過
キ
ス
、
此
僅
々
タ
ル
時
間
ヲ
以
テ
左
ノ
課
目
即
チ
陸
軍
候
補
生
ノ
修
学
ス
ヘ
キ
図
法
ヲ
教
授
ス
ル
ハ
素
ヨ
リ
其
大
要
二
渉
ル
ニ
過
キ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
故
二
其
授
業
モ
亦
タ
便
法
ヲ
用
ピ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
、
蓋
シ
其
便
法
ト
ハ
授
業
ノ
時
間
ニ
ハ
教
場
二
於
テ
単
二
其
画
法
ヲ
示
シ
、
其
理
ヲ
説
明
ス
ル
ノ
ミ
ニ
止
メ
其
練
習
ノ
如
キ
ハ
各
生
徒
ヲ
シ
テ
教
場
外
二
於
テ
自
習
セ
シ
メ
毎
週
其
精
書
ヲ
需
メ
テ
誤
謬
ヲ
正
シ
以
テ
其
修
学
ヲ
全
フ
ス
ル
ニ
ア
リ
ト
ス
、
抑
モ
用
器
画
修
学
ノ
効
果
ハ
表
面
ヨ
リ
之
ヲ
観
レ
ハ
唯
二
製
図
ノ
巧
拙
二
在
ル
カ
如
シ
ト
錐
ト
モ
其
実
ハ
作
画
ノ
骨
子
二
為
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
物
形
ノ
如
何
ヲ
判
別
シ
、
配
影
ノ
法
写
景
ノ
理
等
ヲ
極
ム
ル
ハ
総
テ
用
器
画
法
二
由
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
自
在
画
ヲ
練
習
ス
ル
ニ
ハ
、
尤
モ
必
要
欠
ク
可
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